
 

 

 

 

１ 単元のねらい 

  冷戦の終結から現在までの日本と世界の動きを調べることを通して，これからの社会をよりよいものにして

いくためには，社会で起きている出来事に関心をもってその背景をつかみ，自分の考えをもって行動すること

が大切であると考えることができる。 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

単

元

の

評

価

規

準 

 

・国際社会との関わり，冷戦の

終結などを基に，我が国の経

済や科学技術の発展によって

国民の生活が向上し，国際社

会において我が国の役割が大

きくなってきたことを理解し

ている。 

・国際社会の変化，政治の展開

と国民生活の変化などに着目

して，事象を相互に関連付け

るなどして，日本の経済の発

展とグローバル化する世界に

ついて，現代の社会の変化の

様子を多面的・多角的に考察

し，表現している。 

・日本の経済の発展とグローバ

ル化する世界について，そこ

で見られる課題を主体的に追

究，解決しようとしている。 

 

●学習改善につなげる評価 ○評定に用いる評価 

 １ ２ ３ 

知識・技能 ● ○  

思考・判断・表現  ● ○ 

主体的に学習に取 

り組む態度 
●  ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名       新たな時代の日本と世界 



３ 単元構造図（全３時間）☆獲得する認識 
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ら
の
よ
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よ
い
社
会
を
つ
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る
た
め
に
，
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
と
よ
い
の
だ
ろ
う
。 

単元名 

新たな時代の 

日本と世界 

単元学習後の生徒の認識 

冷戦が終わったが，日本でも世界でもさまざまな問題がある。わたしたちが大切にしていかなけ

ればならないことは，そういった社会の出来事に関心をもち，その背景にあるものをつかみ，自分

の考えをもって行動することである。「自分の行動が日本や世界の動きにもつながる」という意識を

もって身近な問題に取り組むことが，よりよい社会をつくることにつながっていくのだ。 

単元学習前の生徒の認識 

 戦後の復興を経て，日本は世界でも有数の豊かな国になった。しかし，世界では冷

戦の対立が緩まったとはいえいまだに多くの問題が起きており，日本でも政治や経済

の面でまだまだ課題が多い。そんな現在の社会に生きているわたしたちは，これらの

課題を解決していかなければならないが，どのようなことをすべきなのだろう。 
 

 

第１時 冷戦後の国際社会 

【●知識・技能，●主体的に学習に取り組む態度】 
 

 

 

 

☆冷戦の終結 ☆主要国首脳会議（サミット） 

☆ヨーロッパ連合（ＥＵ） ☆地域紛争 

☆アジア太平洋経済協力会議（APEC） 

☆同時多発テロ ☆平和維持活動（ＰＫＯ）  

☆非政府組織（NGO） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

冷戦後の世界はどのように変化したのだろ
う。 

冷戦が終結したことにより，世界の国々の関

係も変化した。東西陣営の対立がなくなったこ

とで，世界の平和や安全における国際連合の役

割が高まったり，地域統合や主要国による会議

や地域統合が行われたりなど，国際協調の動き

が強まった。しかし，冷戦の対立がなくなった

ことで，各地で紛争やテロが起きたり，唯一の

超大国となったアメリカの軍事行動が目立っ

たりなど，新たな問題も生まれてきた。そんな

時代に生きているわたしたちはどのようなこ

とをしていくといいのだろう。 

第２時 変化の中の日本 

【○知識・技能，●思考・判断・表現】 

 

 

☆拉致問題 ☆55年体制の終結 

☆バブル経済 ☆世界金融危機 

 

冷戦後の日本はどのように変化したのだろう。 

冷戦後の日本は世界の影響を強く受けるよ

うになり，国際社会で求められる役割も大きく

なった。国内の政治や経済では，長い間にわた

って続いていた状態から激しく変化する状態

になり，不安定な様子になってきた。また，拉

致問題や領土問題も残る日本に暮らすわたし

たちは，今後どのようなことをしていけばよい

のだろう。 

第３時 持続可能な社会に向けて 

【○思考・判断・表現，○主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

☆グローバル化  ☆地球温暖化  ☆阪神・淡路大震災  ☆非営利組織（NPO）   

☆東日本大震災  ☆少子高齢化  ☆持続可能な開発目標(SDGｓ)  ☆持続可能な社会 

最近たくさん言われる SDGs は，世界や日本の出来事や現状を考えると他人ごとではない。私た

ちやこれからの世代の人々も生きていけるようにするために，まずは今世界で何が起きているのか

を知ることが大切。そして，SDGs を達成できるように，自分の考えをもち，行動していく必要が

ある。また，グローバル化が進んでいることから，日本に住む外国人との共生社会になっていくこ

とも考えられる。より多くの人と協力し合えるように，互いの文化を尊重し合い，少しでも早く

SDGs を達成できるようにしていきたい。 

なぜ，SDGs という目標を設定する必要があったのだろう。 

 



４ 単元指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準 ◇資料 指導・援助 

１ 

 

冷

戦

後

の

国

際

社

会 

冷戦後の世界

の動きを調べる

ことを通して，

冷戦の終結によ

って国際連合の

役割が高まった

り地域統合が進

んだりと国際協

調 が進 む一 方

で，各地で紛争

やテロが発生す

るなど新しい課

題も生まれてい

ることを主体的

に調べることが

できる。 

  

☆冷戦の終結 

☆主要国首脳会

議（サミット） 

☆ヨーロッパ連

合（ＥＵ） 

☆アジア太平洋

経済協力会議

（APEC） 

☆地域紛争 

☆同時多発テロ 

☆平和維持活動

（ＰＫＯ）  

☆ 非政 府組 織

（NGO） 

 

１ 冷戦の終結の様子をつかみ，課題化を図る。 

・経済の停滞でソ連の国力が低下しはじめた。 

・東側陣営の独裁体制の共産党政権に対して，民主化

運動が高まった。 

・東西ドイツが統一し，ソ連が解体した。 

 

２ 年表を利用して，世界の動きを理解する。 

（国際協調） 

・東西陣営の対立がなくなり，国際連合が世界を代表

する機関としての役割を高めた。 

・平和維持活動（ＰＫＯ）や非政府組織（ＮＧＯ）の

活動が活発になっている。 

・主要国首脳会議(サミット)や G20 が行われている。 

・ヨーロッパ連合（ＥＵ）のような地域統合が進んで

いる。アジアも APEC などゆるやかに進んでいる。 

（地域紛争） 

・冷戦の対立構造から，民族・宗教・文化の違いや国

家間の対立などから紛争が起きている。 

・大量破壊兵器の拡散やテロリズムが発生している。 

・特に中東で戦争や問題が続いている。 

・ソ連の解体によってアメリカが唯一の超大国にな

り，軍事行動が目立つようになった。 

 

 

 

３ 本時のまとめを書く。 

冷戦の終結

の意味につい

て理解し，そ

れによって国

際協調が進む

一方で，地域

紛争やテロな

どの新しい問

題が生まれて

いることを主

体的に調べて

いる。 

【知・技】 

【主体的に取

り組む態度】 

 

 

◇ベルリンの壁

の崩壊 

◇資料集…ソ連

の解体 

◇マルタ会談 

◇ユーロ 

◇G20サミット 

◇ユーゴスラビ

ア紛争の避難

先から住んで

いた土地へも

どる人々 

◇アメリカ同時

多発テロ 

 

・年表を利用し

て，冷戦後の

世界では国際

協調と地域紛

争の動きがあ

ることを理解

できるように

する。 

冷戦が終結したことにより，世界の国々の関係も変化した。東西陣営の対立がなくな

ったことで，世界の平和や安全における国際連合の役割が高まったり，地域統合や主要

国による会議や地域統合が行われたりなど，国際協調の動きが強まった。しかし，冷戦

の対立がなくなったことで，各地で紛争やテロが起きたり，唯一の超大国となったアメ

リカの軍事行動が目立ったりなど，新たな問題も生まれてきた。そんな時代に生きてい

るわたしたちはどのようなことをしていくとよいのだろう。 

２ 

 

冷

戦

後

の

日

本 

冷戦後の日本

の動きを調べる

ことを通して，

国際社会で求め

られる役割が大

き くな る一 方

で，国内では政

治や経済が激し

く変化するよう

になったことを

理解することが

できる。 

 

 

☆拉致問題 

☆55 年体制の終

結 

☆バブル経済 

☆世界金融危機 

１ PKO に自衛隊が参加している資料をもとに日本

の変化をとらえ，課題化を図る。 

・経済復興を果たした日本は国際協調の動きにのり，

国際貢献として PKO に自衛隊を派遣している。 

・拉致問題や近隣諸国との領土問題を抱える日本の国

内はどのように変化したのだろう。 

 

２ 年表を利用して，日本の動きを理解する。 

（国内の政治） 

・保守勢力・革新勢力の対立が弱まり，自民党長期政

権への批判が高まる中で，５５年体制が終わった。 

・非自民政権や連立政権など，激しく変化している。 

（国内の経済） 

・バブル景気の崩壊によって，経済成長率は大きく下

がり，平成不況におちいった。 

・世界金融危機の影響を受けて不況が発生した。 

・経済活動の規制緩和や民営化によって景気はゆるや

かに回復したが，財政赤字や格差が拡大した。 

３ 本時のまとめを書く。 

冷戦の終結

によって，国

際社会で求め

られる役割が

大きくなる一

方で，国内で

政治や経済が

激しく変化す

るようになっ

たことを理解

す る と と も

に，国際関係

に着目しなが

ら経済の変化

について考察

することがで

きる。 

【知・技】 

【思・判・表】 

◇自衛隊部隊を

派遣した PKO 

◇地雷撤去作業 

◇拉致被害者 

◇平成時代の日本

と世界の動き 

◇細川護熙内閣 

◇バブル経済 

◇株価と地価の

推移 

◇日本で最初の

携帯電話 

◇日本財政の変化 

・世界の変化と

つなげなが

ら，日本国内

の変化を政治

面・経済面か

ら理解できる

ようにする。 

これからのよりよい社会をつくるために，私たちはどのような

ことをしていくとよいのだろう。 

冷戦後の世界はどのように変化したのだろう。 

冷戦後の日本はどのように変化したのだろう。 



 冷戦後の日本は世界の影響を強く受けるようになり，国際社会で求められる役割も大

きくなった。国内の政治や経済では，長い間にわたって続いていた状態から激しく変化

する状態になり，不安定な様子になってきた。また，拉致問題や領土問題も残る日本に

暮らすわたしたちは，今後どのようなことをしていけばよいのだろう。 

３ 

 

持

続

可

能

な

社

会

に

向

け

て 

SDGs を設定し

た理由を考える

ことを通して，

世界や日本で起

きた出来事や現

状の解決策が結

果としてSDGsに

つながることに

気付き，よりよ

い社会をつくっ

ていくためには

社会で起きてい

る出来事に関心

をもち，その背

景を捉えて自分

の考えをもって

行動することが

大切だと考える

ことができる。 

 

☆グローバル化 

☆地球温暖化 

☆阪神・淡路大

震災 

☆ 非営 利組 織

（NPO） 

☆東日本大震災 

☆少子高齢化 

☆持続可能な開

発 目 標 (SDG

ｓ) 

☆持続可能な社会 

１ SDGs について確認し，課題化を図る。 

・国連サミットで話し合われた，2030 年までに達成

すべき開発目標だ。 

・これからも地球が続くように考えられたものだ。 

 

 

２ 世界と日本の現状を知る。 

・グローバル化が進んで国境をこえた経済活動が盛ん

になったり情報が瞬時に伝わったりするようにな

った。でも，地球温暖化や温室効果ガスの排出削減

など，世界を守るための課題もグローバル化してい

る。そのため，京都議定書やパリ協定などの国際的

な取組も進んでいる。グローバルな課題に対し，世

界が協力して目標達成を目指すことが SDGs につ

ながる。 

・阪神淡路大震災ではボランティア活動の重要性が明

らかになり，非営利組織が多くなった。東日本大震

災では原発の危うさから，再生可能エネルギーの導

入と普及が求められるようになった。その気持ちの

持ち方や取組が SDGs につながる。 

・日本では，少子高齢化が進むことで労働人口が減っ

てしまうが，日本に移住して就職する外国人も増え

ていることから，互いの人権を尊重し合って生きて

いく必要がある。平等や公正を求める姿勢も SDGs

につながる。 

３ 持続可能な社会にするために，自分にできること

を考える。 

・温室効果ガスの排出を抑えるために節電する。 

・何ができるのかを考えるためにも，世界で起きてい

ることを知る必要がある。 

・グローバル化が進み，多文化社会になることから，

互いに互いの文化を尊重するようにしていく。 

・自分だけではなくより多くの人で取り組めるよう

に，目標達成に向けての自分の考えを発信していく

必要がある。選挙の投票もその一つ。 

４ 本時と単元のまとめを書く。 

よりよい社

会をつくって

い く た め に

は，社会の出

来事に関心を

もち，自分の

考えをもって

行動すること

が大切だと考

えている。 

【思・判・表】 

【主体的に学

習に取り組む

態度】 

◇持続可能な開

発目標(SDGs) 

◇地球温暖化防

止京都会議 

◇阪神・淡路大

震災 

◇東日本大震災 

◇日本の人口の

移り変わり 

◇高校での参議

院議員選挙の

投票 

◇熊本地震中学

生ボランティ

ア 

 

・これからの社

会をつくって

いくのが自分

たちであるこ

と，自分が果

たすべき役割

について考

え，自分の考

えを書けるよ

うにする。 

 

最近たくさん言われる SDGs は，世界や日本の出来事や現状を考えると他人ごとでは

ない。私たちやこれからの世代の人々も生きていけるようにするために，まずは今世界

で何が起きているのかを知ることが大切。そして，SDGs を達成できるように，自分の

考えをもち，行動していく必要がある。また，グローバル化が進んでいることから，日

本に住む外国人との共生社会になっていくことも考えられる。より多くの人と協力し合

えるように，互いの文化を尊重し合い，少しでも早く SDGs を達成できるようにしてい

きたい。 

冷戦が終わったが，日本でも世界でもさまざまな問題がある。わたしたちが大切にしていかなければな

らないことは，そういった社会の出来事に関心をもち，その背景にあるものをつかみ，自分の考えをもっ

て行動することである。「自分の行動が日本や世界の動きにもつながる」という意識をもって身近な問題に

取り組むことが，よりよい社会をつくることにつながっていく。 

 

なぜ，SDGs という目標を設定する必要があった

のだろう。 


